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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

環境化学物質の解毒機構の解明は、環境学の重要な一分野である。本研究は、環境中親電子物質の解

毒に関わるレドックスシグナル伝達機構と、この伝達系における活性イオウ分子（RSS）の役割を解明

することを主な目的としている。これまでに標的蛋白質の化学修飾検出法の開発、用量依存的なシグナ

ル伝達系の変動、RSS としてのパースルフィドの重要性の解明、ノックアウトマウスを用いた RSS の

生体防御作用の証明等が達成されている。 

研究は計画以上に良好に進捗し、学術雑誌への公表、国際学会での発表も活発に行われており、今後

も順調に進展して行くものと期待できる。 

 


